
無断転載・無断利用禁止

1
学習への動機付けの強化と自主学習を
促進させるための参加型授業の実施

2 課外学習の支援と正課への統合

1
『異文化コミュニケーション事典』（春風
社、2013）の分担執筆

1
教育方法・政策に関する研修会、ワーク
ショップ、講演等の実施

2
４学会連携事業研修（異文化間教育学
会・日本語教育学会・日本コミュニティ心
理学会・日本学校教育学会）

3
日本語教育学会2012年度日本語教師
研修コース

4 国際教育交換協議会（CIEE）セミナー

5

サザンクロス大学平和・社会的正義セン
ターおよびリズモー市立図書館（オース
トラリア）にてヒューマンライブラリーに関
するセミナーを２回実施

6

建国大学（大韓民国）協定校ネットワー
キング・シンポジウムにて、高等教育の
グローバル化と日本の大学の対応につ
いて講演

7

メルボルン大学高等教育研究所、モナ
シュ大学言語文化学部、ラトローブ大学
教育学科（オーストラリア）にて、日本の
大学国際化に関する公開研究会を計３
回実施

1
英語学科「海外学修奨励賞」の企画・運
営

2
視覚・聴覚障がいを題材にした対話型イ
ベントの実施

3 獨協大学ワールドカフェの実施

ゼミの教育活動の一環として、ワールドカフェを獨協大学
にて実施。草加市近隣の行政機関、企業、ＮＰＯ等の協
力を得た。また、成果を『ワールドカフェ――対話+創造＝
ちょっといい未来』（本文43頁＋資料集）にまとめた。

2012年9月
全国の大学教職員を対象とした短期海外研修の教育的
効果に関する研修会を、「ワールドカフェ」の手法を用いて
実施した。

2011年3月
サザンクロス大学からの招待を受け、獨協大学ヒューマン
ライブラリー（リビングライブラリー）の実施過程と効果に
ついて、ゼミ学生と共に報告した。

2009年3月
グローバルなコンテクストでの大学の国際化戦略の思想
的背景と国際部署に勤務する教職員が今後考慮すべき
事項を日本の大学の事例を用いながら考察した。

2014年
ゼミの教育活動の一環として、視覚・聴覚障がい者の協
力のもと、対話型イベントを実施。成果を『体感する暗闇と
沈黙――あなたはその時どうしますか？』にまとめた。

2007年12月
グローバルなコンテクストでの日本の大学の国際化戦略
の傾向と今後の課題について、カリキュラムと大学管理行
政に的を絞り考察した。

4　その他教育活動上特記すべき事項

2012年

2012年10月
日本語教育学会会員を対象としたヒューマンライブラリー
の運営方法に関するワークショップを、ヒューマンライブラ
リー体験を交えながら実施した。

1　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

2003年4月～現在

学生の学習意欲の向上と自主学習の促進を意図した参
加型授業（視聴覚教材、シュミレーション・ゲーム、ディス
カッション、研究発表、課題解決型学習、ポートフォリオ
等）を実施している。

2003年4月～現在
各学生の興味や個性に合わせて、学外のプレゼンテー
ション大会、ボランティア活動、学会等への参加を支援。
正課の活性化を図っている。

2　作成した教科書、教材、参考書

2010年12月 異文化コミュニケーションの重要単語を解説した。

3　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2013年2月
左記４学会会員を対象とした多文化社会における人材育
成に関する研修会を、「ワールドカフェ」の手法を用いて実
施した。

2013年～現在
獨協大学父母の会の支援のもと、選抜型の海外短期研
修を企画・運営している。

英語学科 准教授 工藤　和宏
大学院の授業担当

無

　教育活動

教育実践上の主な業績 年月日 概要

2013年～現在
依頼に応じて、国内外の学協会や大学の研究所等にて、
教育方法・政策に関する研修会、ワークショップ、講演等
を実施している。
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英語学科 准教授 工藤　和宏
大学院の授業担当

無

4
獨協大学第２回ヒューマンライブラリー
（旧リビングライブラリー）の実施

5
経済産業省主催「社会人基礎力育成グ
ランプリ2011関東地区大会」への出場

6
獨協大学リビングライブラリー（Living
Library）の実施

7
獨協大学の国際交流（留学生教育）に
関するアクションリサーチ

8
静岡県浜松市の外国人受入れに関する
フィールドワーク

9
香港城市大学（City University of Hong
Kong）との学生交流

2007年4月～同年9月 国際連合大学（United Nations University）教育評価委員

　40周年記念事業実行委員（2007年4月～2009年3月）

2005年～現在

　学術誌の査読: Higher Education (Springer); Journal of Intercultural Studies
(Routledge); Journal of Studies in International Education (Sage); Personal
Relationships (Wiley); 異文化間教育 (異文化間教育学会); 多文化関係 (多文化関
係学会); 異文化コミュニケーション (SIETAR JAPAN)

2017年～現在 日本ヒューマンライブラリー学会（HLSJ）会員

　理事（渉外担当）

　渉外委員長（2007年4月～2010年3月）

2001年～現在 異文化間教育学会（IESJ）会員

　常任理事（副事務局長）（2009年6月～2013年6月）

　常任理事（研究委員長）（2017年6月～2019年6月）

　30周年記念事業開催実行委員（2010年～2011年）

2002年～現在 JAFSA（国際教育交流協議会）会員

　渉外委員（2005年4月～2010年3月）

年月日 活動内容

2010年11月29日

本大会において、「獨協大学リビングライブラリー」の運営
と研究を通した「社会人基礎力」の成長について、ゼミ学
生と共に企業人審査員を相手にプレゼンテーションを行っ
た。

2010年

ゼミの教育活動の一環として、リビングライブラリーを獨協
大学学園祭期間中に実施。東京大学先端科学技術研究
センターLiving Library Japan事務局、明治大学国際日本
学部横田研究室、駒澤大学文学部社会学科坪井研究
室、防衛省、障がい者スポーツ関連のNPO等の協力を得
た。また、成果を『獨協大学リビングライブラリー――日頃
気付かない自分に気付こう』（本文50頁＋資料集）にまと
めた。

2009年

ゼミの教育活動の一環として、獨協大学の「内なる国際
化」に向けた６つのアクションリサーチを実施。成果を『獨
協大学の国際交流を促進させるための10の提言』（全110
頁）にまとめた。

2007年
ゼミの教育活動の一環として、外国人労働者受入れと多
文化社会の構築に関するフィールドワークを実施。研究
の成果を報告書（全42頁）にまとめた。

2006年～2010年

ゼミの教育活動の一環として、毎年６月に獨協大学にて
香港の大学生との共同学習・交流会を実施。2006年8月と
2008年9月には香港城市大学を学生と共に訪問、共同で
フィールドワークを行い報告書（全63頁、全71頁）にまとめ
た。

　学会等および社会における主な活動（学外の委員、役職等）

2011年

ゼミの教育活動の一環として、ヒューマンライブラリーを草
加市立図書館にて実施。毎日新聞、埼玉新聞などに取り
上げられた。また、成果を『獨協大学第２回ヒューマンライ
ブラリー――多様なものを多様なままに』（本文45頁＋資
料集）にまとめた。
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英語学科 准教授 工藤　和宏
大学院の授業担当

無

　その他

学内役職歴：
・ 英語学科英語教育検討委員会委員長（2008年4月～2009年3月）
・ 外国語学部教務主任（2012年5月～2013年4月）

科学研究費助成事業：
・ 平成15-17年度文部科学省科学研究費補助研究（基盤研究B）「日米豪の留学交流戦略の実態分析と中国の動向――来るべき日本
の留学交流戦略の構築をめざして」研究協力者（2003年4月～2005年3月）
・ 平成23-25年度文部科学省科学研究費補助研究（基盤研究B）「国際教育プログラムの質保証と学習成果分析」連携研究者（2011年
4月～2014年3月）
・ 平成27-29年度文部科学省科学研究費補助研究（挑戦的萌芽研究）「偏見の低減のための教育――ヒューマンライブラリーの効果研
究」研究分担者）（2015年4月～2018年3月）
　
その他の競争的資金・委託等の研究：
・ 日米フルブライト交流計画50周年記念調査 研究分担者（2002年4月～2003年3月）
・ 平成19年度文部科学省先導的大学改革推進委託研究「日本の大学における将来の留学生交流の見通し及び戦略等に関する調査
研究」研究分担者（2007年4月～2008年3月）
・ 国際連合大学委託研究「日本で学ぶ発展途上国からの留学生のための経済支援プログラムに関する評価研究」共同代表者（2007
年4月～2007年9月）
・ 平成23年度公文国際奨学財団国際教育関係学会等団体助成事業「偏見形成のメカニズムと偏見低減」研究分担者（2011年4月～
2012年3月）
・ 平成23年度文部科学省先導的大学改革推進委託研究「各国政府外国人留学生奨学金等による修了生へのフォローアップ方策に関
する調査研究――主要な各国政府、海外の主要大学の取り組み」研究分担者（2011年10月～2012年3月）。
・ 日本私立大学協会私学高等教育研究所プロジェクト「高等教育の国際比較研究」研究協力者（2012年4月～2015年3月）

受賞歴：
・ 経済産業省主催「社会人基礎力育成グランプリ2011関東地区大会」優秀指導賞受賞（2010年11月29日）
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